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ルミニウム-酸アミド触媒を系嚇李に単離した。単離した化合物は 1 : 1 化合物であり、触媒活性は単
離しない場合より優れており、再現性はよく、高収率で立体規則性ポリマーを得ることができた。こ
の化合物の構造はNMR 、 1 R 、更にX線解析により確定した。これにより従来不明だった構造が明
確になったO 次いで触媒とモノマーがどのように反応するかという問題を解くことが高分子化合物の
生成機構を知る上に極めて重要なことになるが、上記 1 : 1 化合物、 R2 AIOCR' NPh 、 とモノマー
の反応により 1 : 1 : 1 錯体を結晶として単離し、構造を決定した。このことによりモノマーが触媒
と先ずどのように反応するかという点が明きらかになった。この反応が全体から見てどのような位置
づけになるかをを知る為に、 1 : 1 化合物 R2 AIOCRノ NPh と Lewis 酸及び Lewis 塩基との反応を調
べた。 Lewis 酸として AIR3 、 Lewis 塩基としてアミンオキシド、ヘキサメチルフォスフオルアミド


















まずトルアルキルアルミニウム・カルボン酸アミド (1 : 1) 系触媒がほぼ定量的にイソタクトポリ





媒の AI と N との間にアルデヒドが括入された 6 員環化合物であること、アルデヒド部分が異種アルデ
ヒドによりたやすく交換されることなど種々の新知見が明らかにされた。触媒を含めて上記の反応物
は全部が結晶として単離されてわり、それらの構造は 4種の化合物の単結晶についてのX線構造解析
の結果により裏付けされている。
以上の有機金属化学的知見に基いて、これらの化合物の重合触媒としての挙動を検討するとともに、
この重合反応に対してきわめて微量の水または過酢酸が共触媒として不可欠で、あることをはじめて見
出した。これらの多数の実験結果が従来一般に承認されていた反応機構では説明不可能で、あるので、
新しい重合機構を提出した。
以上安田君の研究は重合触媒の作用様式を有機金属化合物としての立場から詳細に研究し、重合反
応における立体的制御の機構を分子構造に基いて研究したものであり、理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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